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経済産業省 製造産業局 産業機械課 玉井 優子

令和３年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げ
ます。

昨年は、新型コロナウイルスが全世界に激震を
もたらした一年でした。新型コロナウイルス感染
症でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り
申し上げるとともに、健康面や生活面などで影響
を受けておられる方々に、心からお見舞い申し上
げます。また、産業界の皆様からは、医療・生活
物資の増産など、さまざまな形で貢献いただいて
おり、改めて敬意を表し、感謝申し上げます。
この未曾有の危機を乗り越えるため、私たちは、
生活様式のみならず、産業構造や社会システムを
転換させていかなければなりません。これは大変
なことであると同時に、大きなチャンスでもあり
ます。特に、「グリーン社会」への転換、「デジタ
ル化」、サプライチェーンの再構築をはじめとす
る「レジリエンス」の強化について重点的に取り
組んでいく必要があります。

昨年、我が国は「２０５０年カーボンニュートラル、
脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言いたしま
した。「グリーン成長戦略」に基づき、洋上風力
産業、水素産業、自動車・蓄電池産業などの各分
野での取り組みに加えて、各分野を支える産業機
械・装置についても取り組みを進めていく必要が
あります。世界でも、先進国を中心に多くの国や
地域がカーボンニュートラルの旗を掲げて動き出
しています。カーボンニュートラルの実現は、経
済成長の制約ではなく、むしろ成長戦略そのもの
です。あらゆる政策を総動員し、経済と環境の好
循環を実現してまいります。

また、デジタル社会の急激な進展への対応も不
可欠です。非接触や非対面といった「新たな日常」
の拡大や、地政学的リスクや自然災害などの不確
実性の高まりに対応し、我が国製造業の国際競争
力を強化する観点からも、デジタル技術は一つの
重要なツールです。
産業機械業界においては、昨年、さまざまなデ
ジタル技術を活用した動きが見られました。製造
現場へのロボット導入や IT活用による工場の自
動化や遠隔監視の導入の加速に加え、立ち会いや
据え付け業務のオンライン化、遠隔での機械の保
守・予防保全サービスの提供、オンライン・
ショールームやウェブ展示会の展開など、新たな
可能性が拡がりました。
また、近い将来、製造現場においても、５Gな

どの通信技術の本格活用も見込まれます。生産ラ
インの柔軟性を高め、仮に不測の事態が生じた場

合にも、製品の増産や代替生産などを容易にする
可能性が拡大します。これを実現すべく、研究開
発をはじめとした取り組みを進めてまいります。
さらに、コロナ禍を背景とした自動化・遠隔化
へのニーズは、ロボットやドローンを取り巻く環
境も大きく変化させています。従来の工場の人手
不足や生産性向上に対応したロボットなどのデジ
タル技術の活用のみならず、物流や小売業などで
のロボット導入や、インフラ点検や離島物流、災
害対応でのドローン活用など、新たな技術の活用
の場が拡大しています。より豊かな社会を実現し
ていくためにも、ロボットを導入しやすい環境の
構築や、セキュリティーの確保されたドローンの
普及を進めてまいります。また、「空飛ぶクルマ」
についても、２０２５年の大阪関西万博での活用を目
標に、制度整備や社会実装を進めてまいります。

今回のコロナ禍では、サプライチェーンのぜい
弱性が顕在化しました。第３次補正予算案で閣議
決定された国内投資促進の補助金を活用し、生産
拠点の集中度が高い製品などのサプライチェーン
強靱化を進めてまいります。
さらに、米中の技術覇権争いを背景とした米中
の輸出管理の動向も注視が必要です。産業界の皆
様に、タイムリーに情報を発信してまいりたいと
思います。産業界の皆様におかれましては、自社
のサプライチェーン上のリスクの把握など、海外
市場におけるビジネスが阻害されることのないよ
う万全の備えをお願いいたします。仮に、サプラ
イチェーンが不当に分断されるようなことがあれ
ば、経済産業省が前面に立って産業界の皆様をサ
ポートしてまいります。

福島の復興は、継続して経済産業省の最重要課
題の一つです。昨年、「福島イノベーション・コース
ト構想」の中核となる福島ロボットテストフィー
ルドが全面開所いたしました。地域の新たな雇用
や取引拡大につながり、ロボット産業・ドローン
産業を育む拠点となることを期待しております。

日本の製造業は、急速に変化し続ける環境の中
で、複雑で困難な課題に多く直面しています。し
かし、それらに果敢に取り組みイノベーションを
続けることで、成長を続けられると確信しており
ます。引き続き、皆様の現場の生の声をお伺いし、
それを政策に活かしていきたいと考えております。

本年が、皆様にとって素晴らしい１年となるこ
とを祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせてい
ただきます。




